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20
年
度
一
般
会
計
予
算
の

主
な
内
容 月定例会月定例会33

　

平
成
20
年
第
２
回
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
予
算
、
条
例
改
正
、
平
成
19
年
度
補
正
予
算
な
ど
計
39
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
、
請
願
・
付
帯
決
議
・
特

別
決
議
・
意
見
書
案
の
計
４
件
も
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
計
43
件
の
う
ち
、
全
体
審
議
は
３
件
あ
り
、
意
見
書
案
が
初
日
の
３
日
採

決
、
付
帯
決
議
と
決
議
案
は
、
17
日
に
採
決
し
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算
や
条
例
改
正
な
ど
計
40
件
は
、
各
常
任
委

員
会
に
審
査
付
託
し
て
、
最
終
日
に
採
決
し
、
請
願
１
件
の
継
続
審
査
を
除
い
て
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

３
月
13
日
に
あ
り
ま
し
た
一
般
質
問
に
は
４
議
員
が
立
ち
、
行
政
改
革
の
現
状
と
課
題
や
一
般
競
争
入
札
制
度
へ
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
た
り
、
給
食
食
材
の
安
全
性
、
誘
致
企
業
へ
の
行
政
の
対
応
、
Ｄ
Ｖ
防
止
法
に
対
す
る
取
り
組
み
、

町
有
施
設
の
無
料
開
放
の
提
起
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
町
執
行
部
を
た
だ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
専
決
処
分
し
た
１
件
の
支
払
督
促
申
立
後
の
訴
訟
の
和
解
に
つ
い
て
、
議
会
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

平成20年度一般・特別・企業会計の当初予算（千円以下切り捨て）

一 　 般 　 会 　 計

国民健康保険会計

老 人 保 健 会 計

後期高齢者保険会計

介 護 保 険 会 計

介護保険サービス会計

梶山地区農集会計

宮村南部農集会計

公 共 下 水 道 会 計

墓 地 公 園 会 計

病 院 事 業 会 計

水 道 事 業 会 計

　　　　計

79億3000万円

29億2809万円

2億4530万円

2億0727万円

16億0068万円

1395万円

4874万円

3702万円

3億8862万円

2973万円

1763万円

4億0171万円

138億4874万円

83億3000万円

30億4296万円

20億7394万円

15億7125万円

1498万円

4654万円

3864万円

4億3669万円

3002万円

805万円

4億0256万円

159億9563万円

△4億円

△1億1487万円

△18億2864万円

2億0727万円

2943万円

△103万円

220万円

△162万円

△4807万円

△29万円

958万円

△85万円

△21億4689万円

＊数値は切り捨てしているので、予算書の額と同じにはなりません。

会　計　名 本年度予算額 前年度予算額 増　減　額

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
、
79

億
３
０
０
０
万
円
で
、
対
前
年

度
比
4.8
％
、
４
億
円
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
う
ち
自
主
財
源
は

30
億
８
２
７
８
万
円
で
構
成
比

38
.
９
％
と
な
っ
て
い
て
、
依
存

財
源
は
48
億
４
７
２
１
万
円
で

構
成
比
61
.

１
％
と
な
り
前
年

度
よ
り
自
主
財
源
の
割
合
が
2.2

％
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
予
算
の
新
規
事
業
及
び

主
な
事
業
は
、
産
業
会
館
建
設

に
係
る
用
地
購
入
費
及
び
補
助

金
１
億
１
２
１
８
万
円
、
18
年

度
か
ら
３
ヵ
年
の
継
続
事
業
で

あ
る
中
学
校
整
備
事
業
６
億
２

４
１
万
円
、
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
５
３
３
２
万
円
、

西
植
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
施
設
整
備
事
業
１
２
６
１

万
円
、
県
単
か
ん
が
い
排
水
事

業
（
前
目
・
細
目
地
区
）
３
１
０

２
万
円
、
町
単
農
道
整
備
事
業

（
大
原
地
区
）
１
５
２
１
万
円
、

町
単
道
路
維
持
補
修
事
業
（
町

内
一
円
）
７
０
７
１
万
円
、
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
事
業
（
機

動
本
部
）
３
２
６
５
万
円
、
勝
岡

小
体
育
館
整
備
事
業
（
設
計
・
調

査
な
ど
）
２
９
９
８
万
円
、
総
合

文
化
施
設
周
辺
整
備
事
業
（
会

館
の
空
調
設
備
・
機
器
購
入
な

ど
）
２
７
０
４
万
円
な
ど
が
あ

り
、
投
資
的
経
費
と
経
常
的
経

費
の
計
は
41
億
５
９
５

４
万
円
と
な
り
、
予
算

の
52
.

５
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
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温
泉
ス
タ
ン
ド
に
関
す
る

条
例

農
業
委
員
会
の
必
置
規
制
の

堅
持
を
求
め
る
意
見
書

道
路
特
定
財
源
の
確
保
に

関
す
る
特
別
決
議
書

議
案
第
29
号「
平
成
20
年
度

三
股
町
一
般
会
計
予
算
」
に

対
す
る
附
帯
決
議

売
買
契
約
の
締
結

　

温
泉
ス
タ
ン
ド
の
設
置
位
置

を
元
気
の
杜
東
側
と
定
め
て
、

６
月
１
日
か
ら
プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
で
使
用
す
る
よ
う
に
定
め

た
も
の
で
す
。
料
金
は
、
20
リ
あ

た
り
10
円
で
す
。
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
は
、
１
枚
１
０
０
０
円

に
て
、
元
気
の
杜
、
役
場
で
販
売

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

三
股
町
が
管
理
し
て
い
る
長

田
青
年
部
分
林
が
伐
期
に
達
し

た
の
で
、
条
件
付
一
般
競
争
入

札
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
落
札

者
が
あ
り
ま
し
た
。
契
約
締
結

に
は
、
議
会
の
議
決
が
必
要
で

あ
り
、
今
定
例
会
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

契
約
金
額

　
　
　
　
　
　

１
７
８
７
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

（
千
円
以
下
切
り
捨
て
）

　

契
約
の
相
手
方

　
　
　
　
　
　

都
城
森
林
組
合

　

３
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

趣
旨
は
、「
昨
年
の
11
月
16
日

に
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会

が
発
表
し
た
「
中
間
的
な
取
り

ま
と
め
」
に
お
い
て
、
農
業
委
員

会
の
必
置
規
制
の
廃
止
の
指
摘

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
農
村
を
守
り
、
食
料

自
給
率
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
我
国
に
お
い
て
、
地
域
農

業
の
振
興
や
農
政
の
普
及
浸
透

を
果
た
し
て
い
る
農
業
委
員
会

の
役
割
は
重
大
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
農
業
委
員
会
の
必
置
規

制
と
活
動
の
整
備
並
び
に
必
要

な
予
算
の
確
保
を
国
に
求
め

る
。
」
以
上
の
内
容
で
あ
り
ま

す
。

　

３
月
17
日
の
本
会
議
で
、賛
成

多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

趣
旨
は
、「
本
案
は
、今
国
会
の

最
大
の
争
点
と
な
っ
て
お
り
ま

す
、
道
路
特
定
財
源
の
確
保
を

求
め
る
決
議
案
で
あ
り
ま
す
。

仮
に
現
行
の
暫
定
税
率
が
廃
止

さ
れ
る
と
、
本
町
で
は
約
９
千

３
百
万
円
の
税
の
減
が
生
じ
、

道
路
整
備
は
も
と
よ
り
、
教
育

や
福
祉
と
い
っ
た
、
他
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
ど
町
民
生

活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
そ
の
財
源
で
あ
る

道
路
特
定
財
源
と
、
そ
の
暫
定

税
率
の
維
持
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
関
連
法
案
の
年
度
内
成

立
を
国
に
対
し
て
強
く
要
望
す

る
。
」
以
上
の
内
容
で
す
が
、
国

会
は
、
３
月
31
日
ま
で
に
法
案

を
可
決
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

３
月
17
日
の
本
会
議
で
、
予

算
委
員
長
の
報
告
後
、
追
加
上

程
し
て
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

趣
旨
は
、「
平
成
20
年
度
一
般

会
計
当
初
予
算
の
審
査
に
あ
た

っ
て
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
の
当
局
の
予
算
編
成
の
苦
労

は
重
々
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、

中
に
は
事
前
に
説
明
が
あ
っ
て

も
良
い
よ
う
な
予
算
も
見
受
け

ら
れ
た
。

　

町
民
か
ら
の
付
託
を
得
て
い

る
我
々
議
員
は
、
血
税
に
よ
っ

て
賄
わ
れ
る
財
源
の
有
効
利
用

に
、
細
心
の
注
意
を
払
う
の
が

努
め
で
あ
り
、
今
後
を
考
慮
し
、

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
予
算

に
対
し
て
別
紙
の
と
お
り
の
附

帯
決
議
を
付
け
る
も
の
」
以
上

の
内
容
で
す
が
、
執
行
部
側
も

こ
の
附
帯
決
議
を
謙
虚
に
受
け

止
め
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

リ
ッ
ト
ル

契
約

意
見
書

決
議
書

附
帯
決
議

条
例
改
正
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教
育
長

中
国
産
食
材
の
使
用
を
控
え
、残
留
農
薬
の

　

検
査
な
ど
衛
生
管
理
に
万
全
を
期
し
て
い
る

給
食
食
材
の
安
全
性
・
検
査
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

上  

西  

祐  

子  

議
員

4
人
の
議
員
が

質
問
し
ま
し
た
。

内
容
を
要
約
し

て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。問

問
題
発
生
時
の
町
の
対
処
法
は

地
場
産
の
使
用
を

　
　
　

食
品
表
示
の
偽
装
、中
国
製
冷
凍

　
　
　

食
品
の
中
毒
を
き
っ
か
け
に
、食

の
安
全
に
対
し
て
消
費
者
は
敏
感
に
な

っ
て
い
る
。学
校
給
食
で
使
用
さ
れ
る
食

材
の
安
全
性
・
検
査
体
制
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

教
育
長　

冷
凍
ギ
ョ
ウ
ザ
殺
虫
剤
混
入

事
件
を
機
に
食
の
安
全
に
対
す
る
意
識

が
急
速
に
高
ま
っ
た
。
給
食
セ
ン
タ
ー
も

事
件
発
生
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
使
用
の
冷

凍
食
品
の
安
全
性
を
、
県
の
学
校
給
食
会

に
確
認
す
る
と
共
に
、
児
童
生
徒
、
保
護

者
の
心
情
も
考
慮
し
て
、
ギ
ョ
ウ
ザ
を
使

用
予
定
の
献
立
変
更
を
行
っ
た
。
ま
た
、

原
材
料
と
し
て
使
用
予
定
の
中
国
産
き

く
ら
げ
も
国
産
し
い
た
け
に
変
更
し
た
。

　

今
後
も
中
国
産
食
材
は
安
全
性
が
確

認
さ
れ
る
ま
で
は
、
自
主
的
に
使
用
を
控

え
、
国
産
の
食
材
を
使
用
す
る
予
定
で
あ

る
。
た
だ
原
料
が
中
国
産
の
し
ょ
う
油
・

み
そ
は
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
残

留
農
薬
検
査
証
明
書
で
安
全
が
確
認
で

き
る
製
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。

　

食
の
安
全
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
、

①
安
全
で
良
質
な
食
材
を
選
ぶ
た
め
に

原
材
料
の
産
地
・
製
造
地
を
確
認
し
発
注
。

②
冷
凍
品
・
二
次
加
工
品
は
、原
材
料
の
原

産
国
と
配
合
の
証
明
を
確
認
し
て
発
注
。

③
生
鮮
食
品
は
生
産
地
を
明
記
さ
せ
る
。

④
検
品
の
際
は
、品
質
・
産
地
・
賞
味
期
限
・

包
装
状
態
・
鮮
度
を
確
認
し
問
題
が
あ
れ

ば
交
換
さ
せ
る
。

⑤
加
工
前
の
食
材
、
調
理
後
の
残
留
農
薬

検
査
、
О
１
５
７
や
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
等
の

検
査
を
自
主
的
に
年
３
回
実
施
。

⑥
調
理
中
の
釜
の
温
度
測
定
や
コ
ン
テ

ナ
に
保
冷
剤
を
入
れ
る
な
ど
、
給
食
ま
で

の
温
度
調
整
を
し
て
い
る
。

⑦
食
中
毒
防
止
の
た
め
衛
生
管
理
に
万

全
を
期
し
て
い
る
。

問　

給
食
の
食
材
だ
け
で
も
、地
場
産
を

使
う
よ
う
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

自
給
率
を
高
め
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
う
の
で
、
国
は
農
政
に
力
を
入
れ

て
も
ら
い
た
い
。

問　

企
業
誘
致
で
実
績
を
あ
げ
て
い
る

こ
と
は
喜
ば
し
い
が
、そ
こ
に
住
ん
で
い

る
住
民
と
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
も

あ
る
。企
業
と
住
民
と
の
問
題
が
発
生
し

た
時
、住
民
を
守
る
た
め
の
条
例
な
ど
あ

る
の
か
。対
処
の
あ
り
方
等
伺
い
た
い
。

産
業
振
興
課
長　

誘
致
企
業
は
、
企
業
立

地
協
定
を
結
ん
で
公
害
等
の
防
止
に
努

め
る
と
い
う
、
紳
士
協
定
・
覚
書
き
を
結

ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

環
境
水
道
課
長　

企
業
が
来
た
時
は
、
積

極
的
に
協
定
書
、
誓
約
書
を
地
元
と
結
ぶ

よ
う
指
導
し
て
い
る
。
問
題
が
起
こ
っ
た

時
は
、
法
律
、
県
の
条
例
等
で
規
制
、
指
導

し
て
い
た
が
、
現
在
、
町
で
は
す
ぐ
規
制
、

指
導
で
き
る
機
動
力
の
あ
る
三
股
町
環

境
保
全
条
例
を
作
る
よ
う
、
専
門
部
会
で

審
議
中
で
あ
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
風
景
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役
場
は
誰
の
た
め
の
役
場
か

問委
員
に
女
性
の
登
用
を

町 

長

町
民
の
た
め
の
役
場
で
あ
り

　
　
　
　

職
員
は
町
民
の
公
僕
だ

山  

中  

則  

夫  

議
員

企
業
誘
致
し
て
雇
用
の
拡
大
を

審
議
会
等
の

　

統
廃
合
を
す
べ
き
で
は

誘
致
企
業
に
は

　

条
件
を
つ
け
る
べ
き
で
は

　
　
　

ま
ず
、役
場
は
本
来
誰
の
た
め
の

　
　
　

役
場
な
の
か
。多
数
の
町
民
は
、

職
員
と
交
流
は
無
い
し
、職
員
の
た
め
の

役
場
に
な
っ
て
は
い
な
い
と
考
え
て
い

る
が
。

町
長　

役
場
は
、
町
民
の
た
め
の
役
場
で

あ
り
、
町
民
か
ら
職
員
は
公
僕
と
し
て
見

ら
れ
て
お
り
、
町
民
あ
っ
て
の
役
場
と
認

識
し
て
い
る
。

問　

も
っ
と
審
議
会
等
の
委
員
に
女
性

を
選
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

近
年
の
女
性
の
社
会
進
出
は
め

ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
に

伴
っ
て
地
位
を
与
え
る
た
め
、
女
性
を
各

分
野
に
積
極
的
に
登
用
し
て
い
き
た
い
。

問　

審
議
会
等
委
員
の
顔
ぶ
れ
は
変
ら

な
い
、町
民
総
参
加
方
式
と
い
う
か
、幅

広
い
各
層
か
ら
人
選
を
す
る
と
か
、女
性

を
思
い
切
っ
て
多
数
参
加
さ
せ
る
と
か
、

方
法
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長　

委
員
が
重
複
す
る
の
が
悪
い
こ

と
で
は
な
い
が
、
会
が
形
式
的
に
な
ら
な

い
よ
う
に
今
後
は
見
習
し
を
検
討
し
、
改

善
し
て
、
活
発
な
意
見
を
生
み
出
す
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

問　

審
議
会
・
委
員
会
が
現
在
42
あ
る

が
、統
合
・
廃
止
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

町
長　

必
要
な
の
は
残
し
て
い
く
が
、
総

合
的
に
判
断
し
て
、
積
極
的
に
統
合
や
廃

止
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

経
済
の
活
性
化
・
雇
用
の
拡
大
を
図

る
た
め
に
、農
業
を
含
め
た
地
場
産
業
の

振
興
・
企
業
誘
致
が
大
事
で
は
。

町
長　

平
成
16
年
に
企
業
立
地
促
進
条

例
を
改
正
し
、
町
内
の
活
性
化
・
雇
用
対

策
面
か
ら
、
地
場
産
業
の
規
模
拡
大
、
企

業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
役

場
内
に
企
業
立
地
対
策
監
を
配
置
し
、
企

業
訪
問
も
行
っ
て
い
る
。

問　

本
町
に
誘
致
し
た
企
業
に
は
、最
大

限
の
協
力
依
頼
し
、反
面
、町
と
し
て
補

助
金
等
、優
遇
策
を
与
え
る
の
で
、条
件

は
つ
け
る
べ
き
で
は
。

町
長　

誘
致
企
業
に
は
、
要
望
・
条
件
等

は
積
極
的
に
言
っ
て
い
き
た
い
。

　

特
に
、
雇
用
は
地
元
優
先
を
、
町
内
の

雇
用
拡
大
を
図
る
た
め
に
も
強
く
要
望

し
て
い
る
。
他
に
従
業
員
の
福
利
厚
生
向

上
、
公
害
防
止
の
努
力
を
内
容
と
し
て
協

定
を
結
ん
で
い
る
。

問　

企
業
に
町
民
の
血
税
を
使
っ
て
優

遇
策
を
与
え
る
の
で
、町
民
の
利
益
を
常

に
考
え
、対
拠
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　

誘
致
し
た
企
業
に
は
、
地
元
雇
用

は
も
ち
ろ
ん
、
取
引
に
対
し
て
も
、
町
内

の
商
店
等
の
利
益
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
利
用
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。
と
に

か
く
、
町
民
の
利
益
向
上
の
た
め
に
、
言

う
べ
き
こ
と
は
積
極
的
に
言
っ
て
い
き

た
い
。

青
果
ワ
ー
ル
ド

（有）

一 般 質 問
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男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の

推
進
状
況
は

問

学
校
で
の

　

暴
力
に
対
す
る
教
育
は

町 

長

県
内
平
均
よ
り
低
い
た
め

　
　
　
　

引
き
続
き
推
進
が
必
要
だ 池  

田  

克  

子  

議
員

女
性
職
員
の
管
理
職
登
用
を

Ｄ
Ｖ
防
止
法
で
の

　

本
町
の
取
り
組
み
は

　
　
　

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」

　
　
　

に
基
づ
き
、当
町
も
平
成
12
年
度

に
５
項
目
の
基
本
目
標
が
策
定
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

５
項
目
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、13

の
主
要
課
題
の
も
と
に
40
の
施
策
の
方

法
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
数
字
で
進
捗
状

況
は
表
わ
せ
な
い
が
、
一
部
各
種
委
員
等

に
お
け
る
女
性
の
割
合
が
、
計
画
前
の
4.1

％
か
ら
12.
６
％
と
な
っ
て
い
る
。県
内
平

均
か
ら
み
る
と
低
い
状
況
に
あ
る
の
で
、

今
後
も
ひ
き
続
き
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

問　

町
民
参
加
に
よ
る
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
会
の
設
置
を
検
討
す
る
と
、前

回
答
弁
が
あ
っ
た
。そ
の
後
の
進
展
は
。

町
長　

女
性
行
政
推
進
委
員
会
等
を
設

置
し
た
が
十
分
で
な
か
っ
た
。
ま
た
女
性

団
体
連
絡
協
議
会
を
通
し
て
取
り
組
ん

だ
が
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
新
た
な

推
進
体
制
を
構
築
す
る
た
め
検
討
す
る
。

問　

基
本
計
画
の
一
番
に「
政
策
方
針
決

定
過
程
へ
女
性
の
参
画
拡
大
」が
掲
げ
て

あ
る
。女
性
職
員
の
管
理
職
へ
の
登
用
を

検
討
で
き
な
い
か
。

町
長　

若
い
頃
か
ら
育
て
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
。
今
後
、さ
ら
に
考
え
て
い
く
。

問　

国
も
、平
成
32
年
ま
で
に
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、指
導
的
地
位
に

女
性
が
30
％
程
度
占
め
る
よ
う
基
本
法

に
明
記
し
て
い
る
。当
町
も
同
様
に
で
き

な
い
か
。

町
長　

な
る
べ
く
近
づ
け
る
よ
う
努
力
す

る
。
若
い
時
か
ら
管
理
職
に
な
り
や
す
い

仕
組
み
や
環
境
を
作
る
べ
き
だ
と
思
う
。

問　
「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」が
平
成
13
年
に
制
定

さ
れ
た
。そ
の
意
義
を
、も
っ
と
社
会
全

体
が
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
こ
の
犯
罪
は

な
く
な
ら
な
い
。当
町
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

女
性
へ
の
暴
力
は
、女
性
の
人
生
を

著
し
く
侵
害
す
る
。町
民
の
認
識
を
高
め
、

女
性
へ
の
暴
力
を
許
さ
な
い
意
識
を
醸
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る

相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
女
性
保
護
施
設
と

連
携
を
取
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
児
童
相

談
所
、警
察
と
の
連
携
を
と
っ
て
い
る
。

問　

改
正
さ
れ
た「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」が
、本

年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
。そ
の
中
で
、配

偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

を
市
町
村
も
努
力
義
務
と
し
た
。国
も
、

当
初
予
算
で
計
上
し
て
い
る
。当
町
で
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
。

総
務
企
画
課
長　

県
で
年
１
回
説
明
会

が
あ
る
。
県
と
連
携
し
な
い
と
わ
か
ら
な

い
。
ど
う
い
う
の
が
あ
る
の
か
研
究
し
て

み
た
い
。

問　

学
校
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の

意
識
を
積
み
上
げ
な
け
れ
ば
、Ｄ
Ｖ
の
解

決
は
困
難
と
言
わ
れ
て
い
る
。暴
力
は
犯

罪
で
あ
る
と
の
認
識
を
、学
校
で
は
ど
う

教
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

い
じ
め
や
暴
力
は
い
け
な
い
、

体
罰
は
い
け
な
い
と
指
導
し
て
い
る
。

役
場
窓
口

一 般 質 問
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町 

長   

今
後
、
十
分
に
検
討
し
た
い

平
日
の
午
前
中
、体
育
館
等
の

無
料
開
放
を

問
　
　
　

高
齢
者
に
、「
籠
る
こ
と
な
く

　
　
　

お
も
て
に
出
よ
う
」と
標
語
が
あ

る
よ
う
に
、平
日
の
午
前
中
で
、体
育
館

等
の
利
用
者
が
い
な
い
場
合
に
、無
料
及

び
減
額
し
て
個
人
に
利
用
で
き
な
い
か
。

町
長　

体
育
施
設
に
は
維
持
管
理
に
経

費
が
か
か
り
、
そ
の
多
く
は
税
金
に
よ
っ

て
賄
わ
れ
て
い
る
。
施
設
を
使
用
す
る
人

と
使
用
し
な
い
人
と
の
負
担
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
、
利
用
者
に
応
分
の
負
担
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
個
人
に
、
と
い

う
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
今

後
検
討
委
員
会
で
十
分
に
検
討
し
て
い

く
。

問　

現
在
試
行
し
て
い
る
一
般
競
争
入

札
の
状
況
に
つ
い
て
、教
え
て
ほ
し
い
。

町
長　

本
年
１
月
か
ら
９
件
の
一
般
競

争
入
札
を
実
施
し
て
い
る
。
１
件
当
た
り

平
均
5.4
社
が
参
加
し
て
、
Ａ
ラ
ン
ク
が

91
・
95
％
、
Ｂ
ラ
ン
ク
が
77
・
59
％
、
Ｃ
ラ

ン
ク
が
79
・
89
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　

Ｂ
・
Ｃ
ラ
ン
ク
が
70
％
台
で
落
札
し

て
い
る
が
、製
品
は
安
く
入
荷
で
き
な
い

の
で
、会
社
の
人
件
費
や
経
費
削
減
す
る

た
め
に
、下
請
け
を
町
外
の
安
い
会
社
に

さ
せ
て
、本
町
の
会
社
が
恩
恵
を
う
け
な

い
実
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
企
画
課
長　

現
在
そ
の
調
査
を
し

て
い
る
。

問　

総
合
評
価
方
式（
町
へ
の
貢
献
度
・

製
品
の
完
成
度
・
工
事
価
格
な
ど
を
総
合

的
に
比
較
す
る
方
法
）を
早
急
に
導
入
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

１
件
は
総
合
評
価
方
式
を
導
入

し
て
、入
札
を
実
施
し
た
。

問　

病
気
療
養
職
員
が
大
変
多
く
、本
年

の
退
職
者
の
動
向
は
、
12
人
の
退
職
者
の

う
ち
、９
人
の
早
期
退
職
者
が
占
め
て
い

る
。近
年
の
平
均
早
期
退
職
者
は
、
75
％

に
も
な
っ
て
い
る
が
、そ
の
現
状
と
対
策

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

精
神
的
な
病
の
場
合
は
、
長
期
間

の
療
養
休
暇
届
け
が
出
て
い
る
。
今
後
は

職
場
環
境
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

ま
た
、
宮
崎
県
市
町
村
共
済
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
は
、臨
床
心
理

士
の
有
資
格
者
が
い
る
の
で
、
十
分
に
連

携
を
取
り
な
が
ら
対
処
し
て
い
き
た
い
。

問　

課
長
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
、一
人

あ
た
り
の
責
任
や
業
務
量
の
負
担
が
増

大
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、機
構

改
革
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

部
長
制
に
つ
い
て
は
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

指  

宿  

秋  

廣  

議
員

一
般
競
争
入
札
の
状
況
は

町
職
員
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

　

現
状
と
対
策
は

役
場
を
部
長
制
に
し
て
は

武
道
体
育
館

こ
も

一 般 質 問
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春
の
到
来
を
告
げ
る
よ
う
に
一
気
に
桜
が

満
開
と
な
り
ま
し
た
。
目
立
た
な
い
裸
木
か

ら
一
挙
に
花
を
咲
か
す
様
は
、
本
当
に
花
咲

か
爺
さ
ん
が
咲
か
し
て
く
れ
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

　

今
、
街
全
体
を
和
や
か
な
気
分
に
し
て
く

れ
、可
憐
な
ピ
ン
ク
の
花
に
感
謝
し
た
い
。

　

桜
が
咲
く
時
に
は
新
年
度
も
始
ま
り
ま
す
。

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
も
お
目
見
え
で
す
。

と
て
も
可
愛
く
て
微
笑
ま
し
い
子
供
た
ち
。

健
や
か
に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

”
新
し
い
“
と
い
う
字
が
つ
け
ば
何
か
と
期

待
し
ま
す
が
、
平
成
20
年
度
は
ど
う
も
雲
行

き
が
怪
し
い
。

　

新
年
度
予
算
は
成
立
し
ま
し
た
が
、
歳
入

の
目
途
が
霧
に
隠
れ
て
い
そ
う
で
す
。
一
日

も
早
く
暗
雲
を
晴
ら
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

去
年
は
”
偽
“
が
多
か
っ
た
が
、
今
年
度
は

何
と
か
平
穏
な
年
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　

議
会
広
報
も
新
た
な
気
持
で
皆
様
へ
情
報

を
お
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　本園は、昭和40年に創設され、今日まで地域の方
に支えられて来ました。これまでに900名が卒園
され、それぞれ、社会で活躍されています。
　広い園庭には、43年間、緑の葉っぱを大きく広
げ、子ども達をいつもやさしく見守ってくれてい
る、大きなケヤキの木やクローバー畑があります。
その下を毎日元気いっぱい走り回っている子ども
達の瞳はキラキラと輝いています。

生きる力の基礎・・・楽しい幼児体験そのものが保育である

　「遊びきる」ことを目標に、豊かな遊びを提供する中で知性や感性を育
てたいと願っています。室内外のいろいろな遊びに加え、図書館の絵本を
借用しての絵本指導や、近隣の旭ケ丘運動公園にもお散歩に出かけます。
　また、園外から講師を迎え、それぞれの年齢に合った発達の力を身につ
けられるような環境も提供しています。このような様々な幼児体験の中
で気持ちや体を鍛えたり、生命に対する優しさや、友達と助け合うことを
学んでいきます。 大好きな泥んこ遊び

英語遊び 手話教室 体育遊び 習字教室

やさしい心・考える頭・豊かな心で感性を育む

園長　前田　孝子　　TEL 52-1097


